
イマ！注目を集めるアルミ配線ソリューション！

【Panduit x 住電HSTケーブル 】
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極秘
極秘

アルミケーブル製品説明会

2025年11月27日



・何故、いまアルミケーブルなのか？

・アルミケーブルの需要動向

・住電HSTケーブルのアルミソリューション①・②

・納入実績

・アルミケーブルの製品特長

・アルミケーブル採用の利点と注意点・解説

・アルミケーブル採用時の全体構成

・盗難対策ソリューション講習会のご案内

本日の説明会の流れ



何故、いまアルミケーブルなのか？

■銅ベース高騰
材料費高騰により、軒並み予算超過。材料費抑制のため、
施主・設計会社は安価なアルミCVを採用検討。
→銅建値/アルミ地金で比較すれば アルミは銅の1/3程度

■ケーブル盗難対策
    銅建値高騰で太陽光中心に盗難多発。盗難防止対策で
    アルミ採用する事業者が増えている。
①アルミは銅と比較して安価
②リサイクルのスキームが未確立
→盗難メリットが銅と比較して少ない
規模が限定的で、盗難リスク少ない
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アルミケーブルの需要動向
国内全需要における銅とアルミの出荷量推移

引用元：日本電線工業会統計をグラフ化
国内全需では、銅に対してアルミは約4%の市場規模。
軽量さが求められる自動車向けワイヤーハーネスや電力会社向
けの架空配電線ではアルミ化が進展。
但し、建設電販市場では採用は更に限定的。



住電HSTのアルミケーブルソリューション①

■ケーブル在庫

２２年１月より在庫化スタート
・在庫サイズ： ６０ＳＱ～３２５ＳＱ
・在庫場所：HST滋賀物流センター

↓
シースを黒から青に変更決定。
2026年1月ごろ、全サイズ（６０ＳＱ～３２５ＳＱ）の切替完了予定！

■端子類
・Panduit社：アルミ端子･スプライス
・Panduit社：バイメタル端子･スプライス
・正興電機製作所：端子台

■工具 ・永木精機：被覆剥ぎ取り＆導体研磨工具

⇒端子メーカーは、バイメタル（Al-Cu）化、銅管端子適用により小型化を模索、  
適用品は今後も市場の進展次第で増えていく見込み。



住電HSTのアルミケーブルソリューション②

Panduit社製
アルミ端子
ｻｲｽﾞ範囲:60～325mm2

材 質:アルミ

Panduit社製
バイメタル端子
ｻｲｽﾞ範囲:60～325mm2

材 質:アルミ＋銅

㈱正興電機製作所社製

(株)永木精機社製
CVケーブル用被覆剥ぎ取り
及びアルミ導体研磨機
ｻｲｽﾞ範囲:60～325mm2

Panduit社製
アルミスプライス
ｻｲｽﾞ範囲:60～325mm2

材 質:アルミ

Panduit社製
バイメタルスプライス
ｻｲｽﾞ範囲:60～325mm2

材 質:アルミ＋銅



納入実績

＜納入実績＞

・宮城県某太陽光発電所
・茨城県土浦某物流センター
・神奈川県某研修センター
・山口県某農業ファーム
                                                                               等々あり

アルミケーブルは・・・

細サイズ・短尺ではユーザーにとってメリット効果を出しずらい
配管スペース増大等の問題も出てくるため、ビルやマンションでの採用は限定的な傾向

太サイズかつ長尺布設の多い

太陽光発電所や物流センターで 効果大



アルミケーブルの製品特長

①銅導体ケーブル比で大幅な軽量化を実現
→同一サイズで50％以上、同等電流容量となる1サイズアップでも30%以上の軽量化

②軽量化による配線施工効率アップ

③柔軟性を確保し、施工時の取り回しが容易に
→当社標準銅CVTに対し、約2分の1の力で曲げることが可能



アルミケーブル採用の利点と注意点

【利点】

①アルミケーブルを採用により、銅ケーブルと比較して軽量化を

実現でき、施工省力化（輸送、搬入、敷設作業）が期待できる。

②アルミケーブルを採用により、銅建値高騰に伴うケーブル価格

高騰や乱高下のリスク回避が期待できる。

③アルミケーブルを採用により、盗難リスク抑制効果が期待できる。

【注意点】

①ケーブルメーカと接続材料メーカによる相互使用確認が必要。

②接続作業に注意を要する（専用端子・直線接続材、工具等が必要）。

③アルミは銅よりも導電性が低いためケーブルサイズがアップする。



注意点の解説

①ケーブルメーカと接続材料メーカによる相互使用確認が必要
→現在、施工(接続)事例が少ないため、予めメーカ同士で使用確認
をしたものに限り各メーカで品質担保。

②接続作業に注意を要する（専用端子・直線接続材、工具等が必要）
→銅/アルミ間では異種金属接触による「電食」が発生するため、
アルミ専用端末、工具が必要。
また、接続時にはアルミ表面の酸化被膜除去が必要。

③アルミは銅よりも導電性が低いためケーブルサイズがアップ
→アルミの導電率は銅の約60％。
同等の許容電流を満たすためには導体サイズを太くする必要あり。
150sq以下で1サイズアップ
150sq以上で2サイズアップ

利点、注意点双方を認識して進めて頂くことで、
トラブルを防ぐことが出来ます。



アルミケーブル採用時の全体構成
銅CVからアルミCVへの置き換え

アルミケーブル採用時の構成パターン

端子取付 端子 メリット 注意点

現地加工 アルミ端子 ケーブルと同一材質
比較的安価

材質、穴径、ボルト長等の適合確認必要

現地加工 バイメタル端子 小型化
同一素材同士で接続

アルミ端子と比べ高価

現地加工 銅/アルミ直線接続材＋銅端子 既存機器との接続が容易 採用実績少

工場加工 ブランチ/ハイブリッド＋銅端子 既存機器との接続が容易 加工費が現状高価、加工納期を要する
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アルミCV+アルミ（バイメタル）端子（＋端子台）

銅/アルミ直線接続材orブランチorハイブリッド

または



盗難対策ソリューション講習会のご案内





～アルミケーブル接続端子について～

パンドウイットコーポレーション日本支社

インフラストラクチャー営業本部

小野 周一郎



Agenda

16

アルミ端子のご紹介

バイメタル端子のご紹介

バイメタルスプライス（直線接続）のご紹介



～アルミ端子について～

18



～パンドウイットのアルミ端子の特長～

ポイント①

国内のアルミケーブルメーカー、中国
メーカーに接続可能（検証済み）！

ポイント②

圧着工具（ダイレス工具）にて簡単
施工可能！
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② 圧着工具（ダイレス工具）にて簡単施工可能！

•端子サイズごとのダイス変更の必要が無し！

•１台で38㎟～400㎟までの圧着が可能！

‐ 圧着回数

：38sq～200sq ⇒1回（圧縮工具では2回）

：250sq～400sq⇒2回（圧縮工具では4回）

38㎟～200㎟対応38㎟～200㎟対応
(バイメタル端子は250㎟mまで対応）

38㎟～400㎟対応

※ミルウォーキーツールジャパン社工具





～バイメタル端子について～
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～バイメタル端子について～

23

受けの接続部分を銅、
ケーブル接続をアルミで！



～アルミ端子・バイメタル端子用絶縁キャップについて～

☆Panduit製アルミ端子・バイメタル
端子専用の端子カバーが

西日本セフティデンキより発売！

10月より白・赤・黒・青
の4色で展開！



2つ穴アルミ端子ラインナップ
製品会開発中（２つ穴バイメタル端子）2つ穴アルミ端子



～バイメタルスプライスについて～

26



～バイメタルスプライス（直線接続）について～

銅ケーブル アルミケーブル

～銅・アルミ変換が可能～



～採用実績～

⚫太陽光発電所・・・日本全国で実績多数

⚫蓄電所・・・系統用蓄電池（蓄電池、PCS、QB）

⚫物流センター・・・九州エリア、関東エリアにアルミ実績拡大中

⚫工場・・・大規模工場、エアコン等

⚫大学・・・某関西エリア大学、某四国エリア大学

その他研修施設など多数
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